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～自己と他者を脳から理解する～
＜研究概要＞
本研究では、マカクザルをモデル動物として、本質的に社会的な動物であるヒトを理解するう
えで必要不可欠な社会的認知機能、特に自己と他者の行動情報処理に関わる神経基盤の解明、
さらにその機能不全により顕在化する行動異常の解析による、精神・神経疾患のメカニズム理
解を目指します。心理・生理・解剖学的アプローチを駆使し、理学や医学のみならず、人文科
学などを含む幅広い科学分野に資する脳科学的知見の提供に繋げます。
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